



















































































































































































































































































































５枚と答える。間違い  で数学的記号を 























































































   花子さん４個   家族３個ずつ   余り２個 
▽▽▽▽    ▽▽▽ ▽▽▽    ▽▽ 
  ※問題文には    ▽▽▽ ▽▽▽ 
  「５人」と示      ▽▽▽   ４＋15＋２＝21 
  していない。    ３×５＝15    合計 21個 
               （▽：イチゴを表す） 










 本調査問題２は、空 （3 段階の解法場面) 
のビン３本で中身の入 ○○○ ○○○ ○○○ ○○ 
ったビン１本と交換で     第１過程 
きる時、空のビン 11     ●     ●   ● 
本から何本もらえるの 出題者から新たな条件を提示 
かを問う文章題であり   ○    ○   ○ 
３本もらえるまでの解   第２過程 
決過程を「第１過程」、        ● 
その後もらったジュー    第３過程 
スをその場で飲み干し          ●    ５本 
再び空のビンがふえる (○:空びん ●:貰ったびん) 






























りに数量関係を理解し 図６ atsu の解決過程① 
ていると考える。 
 本調査問題２では、 （3 段階の解法場面) 
問題文の理解に苦戦し  ○○○ ○○○ ○○○ ○○ 
立式だけでなく絵や図    第１過程 
でさえ表現することが   ●    ●    ● 
困難であった。まず問  新たな条件を提示する 
題提示から約５分間は   ○    ○    ○ 
ずっと考え込んでいた。       第２過程 
その後、「３本で１本            ● 
もらえる」内容や「11          ○ 
本のビン」を「□」で        第３過程 
表現する。しかし、イ            ●    ５本 
ンタビュアがいくつか (○:空びん ●:貰ったびん) 
質問しても、絵や図を 図７ 問題２で atsu が 





































































































 4010 yuki なぁんにも描かなくてもいいの？ 
 4011 T   うん、何描いてもいいし何も描かなくて
もいいよ。 
 4012 yuki 答えだけ書いてもいいの？ 
 4013 T    いいよ。 
         （ 中  略 ） 
 4028 T    うんうん、そっか。頭の中でできちゃっ
たか。 
 4029 yuki うん。 
 4030 T    もう絵とかそういうのはいらない？ 
 4031 yuki うん。 
 4032 T    式を書くのもいらない。 







７たす３は 10、10 たす３は 13、13 たす３やって 16、













 4187  yuki  ・・・さっきので合ってるんじゃん！！ 
 4188  T     うん、さっきのってどこの５本だった
っけ？初めに５ほんって言ってたのは。 






 4190  T     うん。でもこの（最初に余ってた空っ
ぽのびん２本の絵図を指して）びんっ
て・・・ 
 4191  yuki  空っぽじゃん！！ 
 4192  T    そうだね。家から持ってきたんだよね？ 
 4193  yuki  うん。 
 4194  T     お店から貰ったんじゃないんだよね？ 
 4195  yuki  （うなずく） 
 4196  T     うん、たまたま答えは一緒だったけど、
ちょっと違う意味の５だっ・・・ 
 4197  yuki  違う５。 
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